
名古屋商科大学　講義室

講師：ハッピーマップ

大地震発生時の避難所生活で障害者がいた場合どう対応したらよいか。訓練講義。

① 想定災害　　東海・東南海地震連動

② Ｈ27年11月18日（水）13時30分　ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7の大規模地震発生

大学の講義室を避難所に想定し、学生の帰宅困難者と共にどう過ごしていけばお互いに

安心できるか考えて避難所運営を考えてもらう。

避難場所にいる障害者について、学生に緊急カードを記入してもらう。

電話番号

6．病気・障害について（薬・医療用具・かかりつけの病院・障害区分と判定など、詳しく）

7．その他（特殊なケアが必要な方・困っていることなど）

8．自分にできること（専門分野・詳しい分野など）

日常生活でサポートが必要なことや、サポートできることをご記入ください。

身体に障害のある方から話を聞き、
緊急カードに記入

身体に障害のある方から話を聞き、
緊急カードに記入

ハッピーマップの方からの説明

会話困難な身体に障害のある方と
障害者避難所体験について発表

1．起床・洗顔・歯磨きなど

2．食事について

3．トイレについて

4．移動について（車椅子・杖・盲導犬など）

5．コミュニケーションについて（文字盤・手話・点字など）

平成　　年　　月　　日　記入

型

緊急カード

〒

緊急時
連絡先

連絡先氏名 続柄

日時 場所2015/11/18（水）　13：50～15：10

平成２７年度　名古屋商科大学社会福祉貢献入門講座　

氏名
ふりがな

住所

 　　年　月　日 血液型生年月日


